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【
注
意
事
項
】

　
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
で
掲
載
中
の
作
品
を
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
し
た
も
の
で

す
。

　
小
説
の
作
者
、「
ハ
ー
メ
ル
ン
」
の
運
営
者
に
無
断
で
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
作
品
を
引
用
の
範
囲
を

超
え
る
形
で
転
載
・
改
変
・
再
配
布
・
販
売
す
る
こ
と
を
禁
じ
ま
す
。

　　【
あ
ら
す
じ
】

　
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
１
話
完
結
方
式
の
一
発
ネ
タ
短
編
シ
リ
ー
ズ
で
す
。

　
色
々
な
英
雄
（
漫
画
・
ア
ニ
メ
・
ゲ
ー
ム
）
を
登
場
さ
せ
る
作
者
の
自
己
満
足
シ
リ
ー
ズ
も
の
で
す
。

　
ク
ロ
ス
オ
ー
バ
ー
で
す
・
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最
良
の
英
雄

　　
神
代
は
終
わ
り
、
西
暦
を
経
て
人
類
は
地
上
で
も
っ
と
も
栄
え
た
種
と
な
っ
た
。

　
我
ら
は
星
の
行
く
末
を
定
め
、
星
に
碑
文
を
刻
む
も
の
。

　
人
類
を
よ
り
長
く
、
よ
り
確
か
に
、
よ
り
強
く
繁
栄
さ
せ
る
為
の
理
─
─
人
類
の
航
海
図
。

　
こ
れ
を
魔
術
世
界
で
は
『
人
理
』
と
呼
ぶ
。
　

　
そ
し
て
２
０
１
５
年
の
現
代
。
輝
か
し
い
成
果
は
続
き
、
人
理
継
続
保
障
機
関
「
カ
ル
デ
ア
」
に
よ

り
人
類
史
は
１
０
０
年
先
ま
で
の
安
全
を
保
証
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
近
未
来
観
測
レ
ン
ズ
「
シ
バ
」
に
よ
っ
て
人
類
は
２
０
１
７
年
で
滅
び
行
く
事
が
証
明
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
何
の
前
触
れ
も
な
く
、
何
が
原
因
か
も
分
か
ら
ず
。
　

　
カ
ル
デ
ア
の
研
究
者
が
困
惑
す
る
中
、「
シ
バ
」
に
よ
っ
て
西
暦
２
０
０
４
年
日
本
の
と
あ
る
地
方
都

市
に
今
ま
で
は
な
か
っ
た
、「
観
測
で
き
な
い
領
域
」
が
観
測
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
人
類
絶
滅
の
原
因
と
仮
定
し
た
カ
ル
デ
ア
は
人
類
絶
滅
を
防
ぐ
た
め
、
実
験
の
最
中
だ
っ
た

過
去
へ
の
時
間
旅
行
の
決
行
に
踏
み
切
る
。

　
そ
れ
は
術
者
を
過
去
に
送
り
込
み
、
過
去
の
事
象
に
介
入
す
る
こ
と
で
時
空
の
特
異
点
を
探
し
出

し
、
解
明
・
破
壊
す
る
禁
断
の
儀
式
。
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禁
断
の
儀
式
の
名
は
、
聖
杯
探
索
　
─
─
─
─
─
─
　
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
ダ
ー
。

　
そ
れ
は
同
時
に
、
人
類
を
守
る
た
め
に
永
き
に
渡
る
人
類
史
を
遡
り
、
運
命
と
戦
う
者
達
へ
の
呼
び

名
で
も
あ
る
。
　

　
カ
ル
デ
ア
は
保
有
す
る
「
英
霊
召
喚
シ
ス
テ
ム
・
フ
ェ
イ
ト
」
の
力
を
借
り
て
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
を
召

喚
し
、「
聖
杯
」
を
探
し
当
て
人
類
絶
滅
の
理
由
を
解
き
明
か
す
た
め
に
、
マ
ス
タ
ー
候
補
た
ち
を
過
去

へ
と
送
り
込
む
。
　

　
だ
が
、
こ
の
人
類
を
守
護
す
る
た
め
の
「
聖
杯
探
索
」（
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
ダ
ー
）
は
、
レ
イ
シ
フ
ト
直

前
の
"
事
故
"
に
よ
り
携
わ
る
マ
ス
タ
ー
候
補
が
ほ
ぼ
全
滅
と
い
う
最
悪
の
事
態
に
直
面
す
る
。

　
マ
ス
タ
ー
候
補
に
は
一
人
だ
け
難
を
逃
れ
た
者
が
い
た
。
数
合
わ
せ
と
し
て
カ
ル
デ
ア
の
機
関
員

に
迎
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
、
魔
術
経
験
を
全
く
持
た
な
い
只
の
一
般
人
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
　

　
マ
ス
タ
ー
候
補
の
少
年
と
マ
シ
ュ
・
キ
リ
エ
ラ
イ
ト
、
こ
の
２
人
に
人
理
の
命
運
の
全
て
が
か
か
っ

て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
未
来
を
取
り
戻
す
物
語
。
　『
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
』
史
上
最
大
規
模
の
戦
い
が
、
い
ま
、
幕
を
開
け

る
。
　

　　　
さ
れ
ど
、
魔
術
王
は
致
命
的
な
ミ
ス
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
。
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ア
ラ
ヤ
と
い
う
意
思
そ
の
も
の
と
カ
ル
デ
ア
の
召
喚
術
式
そ
の
も
の
だ
。

　
人
理
焼
却
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
が
起
き
た
こ
と
、
ま
た
カ
ル
デ
ア
の
英
霊
召
喚
シ
ス
テ
ム
の
未
熟

さ
に
よ
る
「
そ
の
隙
間
の
多
さ
、
曖
昧
さ
の
お
か
げ
」
で
、
通
常
な
ら
ば
例
外
・
不
可
能
・
極
低
確
率

と
さ
れ
る
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
の
召
喚
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
加
え
、
ア
ラ
ヤ
の
意
思
が
あ
る
。

　
魔
術
王
は
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。
さ
れ
ど
、
そ
の
程
度
で
あ
る
。

　
並
行
世
界
が
存
在
す
る
以
上
、
た
っ
た
一
つ
の
世
界
し
か
焼
却
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
無
意
識
の
ア
ラ
ヤ
が
こ
の
危
機
を
感
じ
取
っ
た
。

【
前
例
を
作
り
出
し
て
は
い
け
な
い
】

　
そ
の
危
機
感
に
よ
っ
て
抑
止
力
に
よ
る
召
喚
術
式
へ
の
後
押
し
が
発
生
し
た
。
つ
ま
り
は
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
並
行
世
界
の
助
力
を
だ
。

　
そ
う
、
人
類
最
後
の
マ
ス
タ
ー
は
最
高
の
世
界
の
救
世
主
を
召
還
し
た

　
二
人
で
一
組
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
。

　
幾
多
の
世
界
の
危
機
を
救
っ
た
二
人
と
三
人

　
彼
ら
は
純
粋
な
正
義
感
で
世
界
を
救
う
。

「
は
へ
ー
ー
ー
、
こ
の
ま
ま
じ
ゃ
世
界
の
危
機
だ
よ
!
　
可
哀
そ
う
だ
よ
」

「
そ
う
だ
ね
ぇ
、
よ
ー
し
、
召
還
さ
れ
た
の
も
何
か
の
縁
、
僕
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
何
で
も
協
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力
す
る
よ
!
」

　
二
人
組
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
、
ア
ー
チ
ャ
ー
た
ち
は
人
類
を
守
護
す
る
た
め
に
動
き
始
め
た
。

　　　　　　　　　　
?
人
理
定
礎
値
　
Ｃ
＋

　
第
１
の
聖
杯
：
〝
救
国
の
聖
処
女
〞
　
Ａ
Ｄ
．
１
４
３
１
　
邪
竜
百
年
戦
争
　
オ
ル
レ
ア
ン

「
こ
れ
で
も
喰
ら
え
!
」

　
竜
の
魔
女
が
操
る
ワ
イ
バ
ー
ン
を
き
び
だ
ん
ご
の
力
に
よ
り
事
も
無
げ
に
従
わ
せ
る
。
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?
人
理
定
礎
値
　
Ｂ
＋

　
第
２
の
聖
杯
：
〝
薔
薇
の
皇
帝
〞
　
Ａ
Ｄ
．
０
０
６
０
　
永
続
狂
気
帝
国
　
セ
プ
テ
ム

「
─
─
ロ
ー
マ
が
、
ロ
ー
マ
だ
」

「
ん
〜
、
あ
、
そ
う
だ
!
　
ほ
ん
や
く
コ
ン
ニ
ャ
ク
!
」

　
偉
大
な
る
神
祖
の
言
葉
を
交
わ
す
神
代
に
等
し
き
御
業
。
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?
人
理
定
礎
値
　
Ａ

　
第
３
の
聖
杯
：
〝
嵐
の
航
海
者
〞
　
Ａ
Ｄ
．
１
５
７
３
　
封
鎖
終
局
四
海
　
オ
ケ
ア
ノ
ス

「
う
わ
、
大
砲
が
来
る
!
　
み
ん
な
こ
れ
を
使
っ
て
!
　
ひ
ら
り
マ
ン
ト
!
」

　
襲
い
来
る
海
賊
た
ち
の
大
砲
を
跳
ね
返
す
。

　　　　　　　　　
?
人
理
定
礎
値
　
Ａ
─

　
第
４
の
聖
杯
：
〝
ロ
ン
デ
ィ
ニ
ウ
ム
の
騎
士
〞
　
Ａ
Ｄ
．
１
８
８
８
　
死
界
魔
霧
都
市
　
ロ
ン
ド
ン

「
な
ん
と
か
で
き
な
い
か
な
ぁ
、
あ
、
そ
う
だ
。
も
し
も
ボ
ッ
ク
ス
!
」
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第
２
魔
法
の
領
域
す
ら
も
こ
の
英
霊
は
成
し
遂
げ
る
。

　　　　　　　　　
?
人
理
定
礎
値
　
Ａ
＋

　
第
５
の
聖
杯
：
〝
鋼
鉄
の
白
衣
〞
　
Ａ
Ｄ
．
１
７
８
３
　
北
米
神
話
大
戦
　
イ
・
プ
ル
ー
リ
バ
ス
・
ウ

ナ
ム

「
ラ
ー
マ
さ
ん
が
可
哀
そ
う
だ
よ
。
な
ん
と
か
で
き
な
い
か
な
ぁ
」

「
ん
〜
、
あ
、
そ
う
だ
!
　
と
り
よ
せ
バ
ッ
ク
!
」

　
猿
の
呪
い
を
も
踏
み
越
え
て
奇
跡
を
起
こ
す
。
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?
人
理
定
礎
値
　
Ｅ
Ｘ

　
第
６
の
聖
杯
：
〝
輝
け
る
ア
ガ
ー
ト
ラ
ム
〞
　
Ａ
Ｄ
．
１
２
７
３
　
神
聖
円
卓
領
域
　
キ
ャ
メ
ロ
ッ

ト「
よ
し
、
石
こ
ろ
帽
子
で
お
城
の
中
に
侵
入
す
る
ぞ
!
」

「「「「
お
ー
!
」」」」

　
あ
ら
ゆ
る
城
壁
を
も
乗
り
越
え
る
。
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?
人
理
定
礎
値
　
Ａ
＋
＋

　
第
７
の
聖
杯
：
〝
天
の
鎖
〞
　
Ｂ
Ｃ
．
２
６
５
５
　
絶
対
魔
獣
戦
線
　
バ
ビ
ロ
ニ
ア

「
こ
ん
な
に
大
き
い
相
手
な
ら
こ
っ
ち
に
も
奥
の
手
が
あ
る
ぞ
!
　
ス
モ
ー
ル
ラ
イ
ト
!
」

「
Ａ
Ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ
ａ

ａ
ａ
ａ
!
」
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?
人
理
定
礎
値
　
─
─
　

　
終
局
特
異
点
：
〝
極
天
の
流
星
雨
〞
　
Ａ
Ｄ
．
２
０
１
６
　
冠
位
時
間
神
殿
　
ソ
ロ
モ
ン

　「
地
球
破
壊
爆
弾

!!!!!
」

　
７
２
柱
の
悪
魔
を
一
撃
で
灰
燼
に
す
る
。

　
魔
術
王
、
い
や
、
人
王
ゲ
ー
テ
ィ
ア
は
咆
哮
す
る
。

「
只
の
英
霊
が
─
─
─
宝
具
し
か
取
り
柄
の
な
い
カ
ス
が
…
…
貴
様
ら
は
何
者
だ
!
」

　
マ
ス
タ
ー
の
少
年
と
マ
シ
ュ
・
キ
リ
エ
ラ
イ
ト
。

　
そ
し
て
、
大
柄
の
少
年
、
小
さ
な
少
年
、
綺
麗
な
少
女
、
眼
鏡
を
か
け
て
い
る
少
年
─
─
─
青
い
猫

型
人
形
は
言
っ
た
。
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　　　　「
僕
─
─
─
ド
ラ
え
も
ん
!
」
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　　【
元
ネ
タ
　
　
ド
ラ
え
も
ん
」
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魔
王

　　
神
代
は
終
わ
り
、
西
暦
を
経
て
人
類
は
地
上
で
も
っ
と
も
栄
え
た
種
と
な
っ
た
。

　
我
ら
は
星
の
行
く
末
を
定
め
、
星
に
碑
文
を
刻
む
も
の
。

　
人
類
を
よ
り
長
く
、
よ
り
確
か
に
、
よ
り
強
く
繁
栄
さ
せ
る
為
の
理
─
─
人
類
の
航
海
図
。

　
こ
れ
を
魔
術
世
界
で
は
『
人
理
』
と
呼
ぶ
。
　

　
そ
し
て
２
０
１
５
年
の
現
代
。
輝
か
し
い
成
果
は
続
き
、
人
理
継
続
保
障
機
関
「
カ
ル
デ
ア
」
に
よ

り
人
類
史
は
１
０
０
年
先
ま
で
の
安
全
を
保
証
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
近
未
来
観
測
レ
ン
ズ
「
シ
バ
」
に
よ
っ
て
人
類
は
２
０
１
７
年
で
滅
び
行
く
事
が
証
明
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
何
の
前
触
れ
も
な
く
、
何
が
原
因
か
も
分
か
ら
ず
。
　

　
カ
ル
デ
ア
の
研
究
者
が
困
惑
す
る
中
、「
シ
バ
」
に
よ
っ
て
西
暦
２
０
０
４
年
日
本
の
と
あ
る
地
方
都

市
に
今
ま
で
は
な
か
っ
た
、「
観
測
で
き
な
い
領
域
」
が
観
測
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
人
類
絶
滅
の
原
因
と
仮
定
し
た
カ
ル
デ
ア
は
人
類
絶
滅
を
防
ぐ
た
め
、
実
験
の
最
中
だ
っ
た

過
去
へ
の
時
間
旅
行
の
決
行
に
踏
み
切
る
。

　
そ
れ
は
術
者
を
過
去
に
送
り
込
み
、
過
去
の
事
象
に
介
入
す
る
こ
と
で
時
空
の
特
異
点
を
探
し
出

し
、
解
明
・
破
壊
す
る
禁
断
の
儀
式
。
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禁
断
の
儀
式
の
名
は
、
聖
杯
探
索
　
─
─
─
─
─
─
　
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
ダ
ー
。

　
そ
れ
は
同
時
に
、
人
類
を
守
る
た
め
に
永
き
に
渡
る
人
類
史
を
遡
り
、
運
命
と
戦
う
者
達
へ
の
呼
び

名
で
も
あ
る
。
　

　
カ
ル
デ
ア
は
保
有
す
る
「
英
霊
召
喚
シ
ス
テ
ム
・
フ
ェ
イ
ト
」
の
力
を
借
り
て
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
を
召

喚
し
、「
聖
杯
」
を
探
し
当
て
人
類
絶
滅
の
理
由
を
解
き
明
か
す
た
め
に
、
マ
ス
タ
ー
候
補
た
ち
を
過
去

へ
と
送
り
込
む
。
　

　
だ
が
、
こ
の
人
類
を
守
護
す
る
た
め
の
「
聖
杯
探
索
」（
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
ダ
ー
）
は
、
レ
イ
シ
フ
ト
直

前
の
"
事
故
"
に
よ
り
携
わ
る
マ
ス
タ
ー
候
補
が
ほ
ぼ
全
滅
と
い
う
最
悪
の
事
態
に
直
面
す
る
。

　
マ
ス
タ
ー
候
補
に
は
一
人
だ
け
難
を
逃
れ
た
者
が
い
た
。
数
合
わ
せ
と
し
て
カ
ル
デ
ア
の
機
関
員

に
迎
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
、
魔
術
経
験
を
全
く
持
た
な
い
只
の
一
般
人
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
　

　
マ
ス
タ
ー
候
補
の
少
年
と
マ
シ
ュ
・
キ
リ
エ
ラ
イ
ト
、
こ
の
２
人
に
人
理
の
命
運
の
全
て
が
か
か
っ

て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
未
来
を
取
り
戻
す
物
語
。
　『
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
』
史
上
最
大
規
模
の
戦
い
が
、
い
ま
、
幕
を
開
け

る
。
　

　　　
さ
れ
ど
、
魔
術
王
は
致
命
的
な
ミ
ス
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
。
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ア
ラ
ヤ
と
い
う
意
思
そ
の
も
の
と
カ
ル
デ
ア
の
召
喚
術
式
そ
の
も
の
だ
。

　
人
理
焼
却
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
が
起
き
た
こ
と
、
ま
た
カ
ル
デ
ア
の
英
霊
召
喚
シ
ス
テ
ム
の
未
熟

さ
に
よ
る
「
そ
の
隙
間
の
多
さ
、
曖
昧
さ
の
お
か
げ
」
で
、
通
常
な
ら
ば
例
外
・
不
可
能
・
極
低
確
率

と
さ
れ
る
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
の
召
喚
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
加
え
、
ア
ラ
ヤ
の
意
思
が
あ
る
。

　
魔
術
王
は
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。
さ
れ
ど
、
そ
の
程
度
で
あ
る
。

　
並
行
世
界
が
存
在
す
る
以
上
、
た
っ
た
一
つ
の
世
界
し
か
焼
却
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
無
意
識
の
ア
ラ
ヤ
が
こ
の
危
機
を
感
じ
取
っ
た
。

【
前
例
を
作
り
出
し
て
は
い
け
な
い
】

　
そ
の
危
機
感
に
よ
っ
て
抑
止
力
に
よ
る
召
喚
術
式
へ
の
後
押
し
が
発
生
し
た
。
つ
ま
り
は
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
並
行
世
界
の
助
力
を
だ
。

　
そ
う
、
人
類
最
後
の
マ
ス
タ
ー
は
最
高
の
世
界
の
救
世
主
を
…
…
…
魔
王
を
召
還
し
た
。

「
え
ぇ
?
　
俺
が
英
霊
だ
っ
て
?
　
そ
ん
な
大
し
た
や
つ
で
は
な
い
ん
だ
け
ど
な
ぁ
…
…
ま
ぁ
、
人
類

の
た
め
に
協
力
し
ま
す
ね
」
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?
人
理
定
礎
値
　
Ｃ
＋

　
第
１
の
聖
杯
：
〝
救
国
の
聖
処
女
〞
　
Ａ
Ｄ
．
１
４
３
１
　
邪
竜
百
年
戦
争
　
オ
ル
レ
ア
ン

「
こ
れ
は
憎
悪
に
よ
っ
て
磨
か
れ
た
我
が
魂
の
咆
哮
…
…
『
吼
え
立
て
よ
、
我
が
憤
怒
ラ
・
グ
ロ
ン
ド
メ

ン
ト
・
デ
ュ
・
ヘ
イ
ン
』
!
」

「
─
─
　
我
が
も
と
に
来
た
れ
、
勝
利
の
た
め
に
。
不
死
の
太
陽
よ
、
我
が
た
め
に
輝
け
る
駿
馬
（
し
ゅ

ん
め
）
を
遣
（
つ
か
）
わ
し
給
（
た
ま
）
え
。
駿
足
に
し
て
霊
妙
な
る
馬
よ
、
汝
（
な
ん
じ
）
の
主
た

る
光
輪
を
疾
（
と
）
く
運
べ
!
」

　
互
い
の
熱
が
互
い
を
燃
や
し
つ
く
。

　
憎
悪
の
炎
と
正
義
の
炎
…
…
そ
の
決
着
は
─
─
─
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?
人
理
定
礎
値
　
Ｂ
＋

　
第
２
の
聖
杯
：
〝
薔
薇
の
皇
帝
〞
　
Ａ
Ｄ
．
０
０
６
０
　
永
続
狂
気
帝
国
　
セ
プ
テ
ム

「
見
よ
!
　
こ
れ
が
余
の
ロ
ー
マ
だ
!
」

「
ロ
ー
マ
…
…
コ
ロ
ッ
セ
オ
…
嫌
な
思
い
出
が
…
…
」

　　　　　　　
?
人
理
定
礎
値
　
Ａ

　
第
３
の
聖
杯
：
〝
嵐
の
航
海
者
〞
　
Ａ
Ｄ
．
１
５
７
３
　
封
鎖
終
局
四
海
　
オ
ケ
ア
ノ
ス

「
さ
て
汝
は
契
約
を
破
り
、
世
に
悪
を
も
た
ら
し
た
。
主
は
仰
せ
ら
れ
る
。
咎
人
に
は
裁
き
を
く
だ
せ
。

背
を
砕
き
、
骨
、
髪
、
脳
髄
を
抉
り
出
し
、
血
と
泥
と
共
に
踏
み
つ
ぶ
せ
と
。
我
は
鋭
く
近
寄
り
難
き

者
な
れ
ば
、
主
の
仰
せ
に
よ
り
汝
に
破
滅
を
与
え
よ
う
」

「
え
ー
ー
ー
あ
れ
卑
怯
じ
ゃ
な
い
?
」

「
お
じ
さ
ん
に
言
わ
れ
て
も
…
…
」
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魔
王
が
召
還
し
た
大
猪
が
船
に
興
奮
し
た
目
で
睨
み
付
け
る
。

　　　　　　
?
人
理
定
礎
値
　
Ａ
─

　
第
４
の
聖
杯
：
〝
ロ
ン
デ
ィ
ニ
ウ
ム
の
騎
士
〞
　
Ａ
Ｄ
．
１
８
８
８
　
死
界
魔
霧
都
市
　
ロ
ン
ド
ン

「
神
の
雷
霆
ら
い
て
い
は
此
処
こ
こ
に
あ
る
。
さ
ぁ
、
ご
覧
に
入
れ
よ
う
!
　『
人
類
神
話
・
雷
電
降
臨

シ
ス
テ
ム
・
ケ
ラ
ウ
ノ
ス
』
!!
」

「
稲
妻
よ
、
稲
妻
よ
!
　
我
は
百
の
打
撃
を
以
て
千
を
、
千
の
打
撃
を
以
て
万
を
、
万
の
打
撃
を
以
て
幾

万
を
討
つ
者
な
り
。
義
に
よ
り
て
立
つ
我
の
た
め
に
、
今
こ
そ
光
り
輝
き
、
助
力
せ
よ
!
」

　　
人
類
史
に
お
い
て
長
ら
く
神
々
の
領
域
と
さ
れ
て
き
た
雷
電
の
権
能
を
地
上
に
引
き
ず
り
降
ろ
し
、

科
学
に
よ
っ
て
人
が
操
れ
る
領
域
に
堕
と
し
人
類
を
発
展
さ
せ
た
偉
人
─
─
─
!

　
か
た
や
、

　
人
類
史
に
お
い
て
数
少
な
い
神
々
の
権
能
を
簒
奪
し
、
魔
王
が
振
る
う
こ
と
が
で
き
る
領
域
に
堕
ち
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た
権
能
の
稲
妻
を
使
用
す
る
魔
王
─
─
─
!

　
ど
ち
ら
も
雷
を
地
上
に
堕
と
し
た
存
在
─
─
─
そ
の
決
着
は
、

　　　　　　
?
人
理
定
礎
値
　
Ａ
＋

　
第
５
の
聖
杯
：
〝
鋼
鉄
の
白
衣
〞
　
Ａ
Ｄ
．
１
７
８
３
　
北
米
神
話
大
戦
　
イ
・
プ
ル
ー
リ
バ
ス
・
ウ

ナ
ム

「
全
呪
開
放
、
加
減
は
無
し
だ
…
…
絶
望
に
挑
む
が
い
い
。『
噛
み
砕
く
死
牙
の
獣
ク
リ
ー
ド
・
コ
イ
ン

ヘ
ン
』
!
」

「
ぐ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
!
」

　
魔
王
は
死
ん
だ
─
─
─
霊
基
を
破
壊
さ
れ
─
─
─
完
全
に
死
ん
だ
。

　
故
に
─
─
─
─
あ
の
力
は
発
動
す
る
!
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?
人
理
定
礎
値
　
Ｅ
Ｘ

　
第
６
の
聖
杯
：
〝
輝
け
る
ア
ガ
ー
ト
ラ
ム
〞
　
Ａ
Ｄ
．
１
２
７
３
　
神
聖
円
卓
領
域
　
キ
ャ
メ
ロ
ッ

ト「
最
果
て
よ
り
光
を
放
て
…
…
其
は
空
を
裂
き
、
地
を
繋
ぐ
!
　
嵐
の
錨
!
　『
最
果
て
に
て
輝
け
る
槍

ロ
ン
ゴ
ミ
ニ
ア
ド
』
!!
」

　
人
類
最
後
の
マ
ス
タ
ー
た
ち
は
非
常
に
危
険
な
状
況
だ
っ
た
。

　
誰
か
─
─
─
助
け
て

　
そ
の
願
い
は
聞
き
届
け
ら
れ
た
。
強
風
と
共
に
魔
王
は
悠
然
と
現
れ
た
。

　
獅
子
王
は
全
身
が
強
張
っ
た
。
人
の
カ
タ
チ
を
し
て
は
い
る
が
、
聖
槍
に
秘
め
ら
れ
た
性
質
に
よ
っ

て
、
人
の
英
霊
で
は
な
く
神
霊
、
強
い
て
言
え
ば
女
神
に
近
し
い
存
在
へ
と
変
化
・
変
質
し
た
が
故
に

─
─
─
目
の
前
の
敵
が
己
を
も
屠
る
存
在
だ
と
理
解
し
た
。

「
─
─
─
神
殺
し
」
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?
人
理
定
礎
値
　
Ａ
＋
＋

　
第
７
の
聖
杯
：
〝
天
の
鎖
〞
　
Ｂ
Ｃ
．
２
６
５
５
　
絶
対
魔
獣
戦
線
　
バ
ビ
ロ
ニ
ア

　
魔
王
は
─
─
─
始
め
て
、
こ
の
旅
に
お
い
て
始
め
て
、
神
と
対
峙
す
る
と
闘
争
心
が
湧
く
体
質
が
発

揮
さ
れ
た
。

　
神
話
に
抗
う
神
─
─
─
創
世
後
に
切
り
捨
て
ら
れ
た
母
胎
。
追
放
さ
れ
た
母
な
る
海
。
生
命
を
生

み
出
す
土
壌
と
し
て
使
わ
れ
た
が
、
地
球
の
環
境
が
落
ち
着
き
、
生
態
系
が
確
立
さ
れ
た
後
に
、
不
要

な
も
の
と
し
て
追
放
さ
れ
た
。
並
行
世
界
で
も
な
け
れ
ば
、
一
枚
の
敷
物
の
下
に
あ
る
旧
世
界
に
で
さ

え
な
い
、
世
界
の
裏
側
─
─
生
命
の
い
な
い
虚
数
世
界
に
─
─
─
故
に
『
不
死
の
領
域
』
か
ら
地
上
に

出
で
て
受
肉
す
る
こ
と
で
顕
現
を
果
た
し
、
現
存
の
生
命
体
で
あ
る
人
類
を
一
掃
し
た
後
、
新
生
命
体

達
の
母
へ
と
返
り
咲
こ
う
と
す
る
。

　
魔
王
は
─
─
彼
に
は
義
務
が
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
横
暴
が
許
さ
れ
る
程
が
許
さ
れ
る
人
類
が
求
め
る

義
務
─
─
─
「
ま
つ
ろ
わ
ぬ
神
が
現
れ
た
場
合
、
人
類
代
表
と
し
て
戦
う
こ
と
」
の
み
。
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?
人
理
定
礎
値
　
─
─
　

　
終
局
特
異
点
：
〝
極
天
の
流
星
雨
〞
　
Ａ
Ｄ
．
２
０
１
６
　
冠
位
時
間
神
殿
　
ソ
ロ
モ
ン

　　
ゲ
ー
テ
ィ
ア
が
吼
え
る
。

「
ま
た
貴
様
か
神
殺
し
!
　
貴
様
ら
は
そ
う
だ
。
人
間
の
分
際
で
─
─
─
人
は
最
低
で
も
大
い
な
る
神

や
大
自
然
の
前
に
な
す
す
べ
な
く
翻
弄
さ
れ
、
宇
宙
の
は
じ
ま
り
か
ら
終
わ
り
ま
で
、
あ
る
べ
き
よ
う

に
物
事
が
進
み
、
つ
つ
が
な
く
歴
史
の
糸
が
紡
が
れ
る
べ
き
だ
っ
た
。
な
の
に
神
の
権
能
を
簒
奪
し
て

も
死
を
克
服
で
き
ず
、
な
ぜ
戦
う
。
い
ず
れ
終
わ
る
命
、
神
々
と
永
遠
に
殺
し
あ
う
命
と
知
っ
て
、
な

ぜ
ま
だ
生
き
続
け
よ
う
と
縋
る
。
お
ま
え
の
未
来
に
は
、
何
一
つ
救
い
が
な
い
と
気
付
き
な
が
ら

…
…
」

　
人
類
悪
が
叫
ぶ
。

「
抑
止
力
に
、
守
護
者
に
、
運
命
に
─
─
─
全
て
に
呪
わ
れ
な
が
ら
─
─
─
な
ぜ
貴
様
ら
神
殺
し
は
!
」
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ゲ
ー
テ
ィ
ア
は
知
ら
な
い
。

　
か
つ
て
十
の
命
を
持
つ
神
殺
し
と
最
強
の
鋼
と
呼
ば
れ
る
こ
の
世
の
最
後
に
顕
れ
る
王
、
最
後
の
王

と
の
一
幕
を
─
─
─

「
貴
様
も
貴
様
だ
。
邪
魔
な
運
命
な
ら
、
と
っ
と
と
放
り
出
し
て
身
軽
に
な
れ
ば
い
い
も
の
を
。
い
つ

ま
で
も
律
儀
に
背
負
い
続
け
る
な
」

　
魔
王
の
言
葉
に
最
後
の
王
は
感
服
す
る
。

「
運
命
、
宿
命
、
血
縁
、
神
々
の
加
護
、
義
務
、
信
仰
、
人
の
身
の
限
界
、
非
力
さ
、
本
来
で
あ
れ
ば
抗

う
こ
と
も
許
さ
れ
な
い
ほ
ど
の
力
の
差
…
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
障
害
を
す
り
抜
け
て
、
君
た
ち
神
殺
し
は

い
つ
も
僕
の
前
に
立
ち
は
だ
か
り
、
僕
を
幾
度
も
倒
す
─
─
─
だ
か
ら
だ
ろ
う
な
。
僕
は
君
た
ち
と
戦

う
た
び
に
敬
意
を
抱
い
て
し
ま
う
」
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魔
王
と
人
類
最
後
の
マ
ス
タ
ー
は
似
て
い
な
い
。
け
れ
ど
、
ど
ち
ら
も
愚
か
者
で
あ
る
。

　
あ
と
か
ら
考
え
る
巨
神
と
人
類
最
初
の
女
の
子
孫
で
あ
る
人
間
は
愛
さ
れ
て
い
る
。

　
そ
し
て
人
が
持
つ
普
遍
的
な
欲
求
は
同
じ
だ
。

　
そ
れ
を
未
だ
理
解
し
て
い
な
い
ゲ
ー
テ
ィ
ア
は
─
─
も
う
少
し
あ
と
で
理
解
す
る
だ
ろ
う
。

　
そ
の
時
こ
そ
、
今
を
生
き
る
同
士
の
─
─
─
愚
者
同
士
の
戦
い
だ
。
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　　　【
元
ネ
タ
　
カ
ン
ピ
ー
ネ
!
　
　
草
薙
　
護
堂
」
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殺
す
も
の

　　
ａ
神
代
は
終
わ
り
、
西
暦
を
経
て
人
類
は
地
上
で
も
っ
と
も
栄
え
た
種
と
な
っ
た
。

　
我
ら
は
星
の
行
く
末
を
定
め
、
星
に
碑
文
を
刻
む
も
の
。

　
人
類
を
よ
り
長
く
、
よ
り
確
か
に
、
よ
り
強
く
繁
栄
さ
せ
る
為
の
理
─
─
人
類
の
航
海
図
。

　
こ
れ
を
魔
術
世
界
で
は
『
人
理
』
と
呼
ぶ
。
　

　
そ
し
て
２
０
１
５
年
の
現
代
。
輝
か
し
い
成
果
は
続
き
、
人
理
継
続
保
障
機
関
「
カ
ル
デ
ア
」
に
よ

り
人
類
史
は
１
０
０
年
先
ま
で
の
安
全
を
保
証
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
近
未
来
観
測
レ
ン
ズ
「
シ
バ
」
に
よ
っ
て
人
類
は
２
０
１
７
年
で
滅
び
行
く
事
が
証
明
さ

れ
て
し
ま
っ
た
。
何
の
前
触
れ
も
な
く
、
何
が
原
因
か
も
分
か
ら
ず
。
　

　
カ
ル
デ
ア
の
研
究
者
が
困
惑
す
る
中
、「
シ
バ
」
に
よ
っ
て
西
暦
２
０
０
４
年
日
本
の
と
あ
る
地
方
都

市
に
今
ま
で
は
な
か
っ
た
、「
観
測
で
き
な
い
領
域
」
が
観
測
さ
れ
た
。

　
こ
れ
を
人
類
絶
滅
の
原
因
と
仮
定
し
た
カ
ル
デ
ア
は
人
類
絶
滅
を
防
ぐ
た
め
、
実
験
の
最
中
だ
っ
た

過
去
へ
の
時
間
旅
行
の
決
行
に
踏
み
切
る
。

　
そ
れ
は
術
者
を
過
去
に
送
り
込
み
、
過
去
の
事
象
に
介
入
す
る
こ
と
で
時
空
の
特
異
点
を
探
し
出

し
、
解
明
・
破
壊
す
る
禁
断
の
儀
式
。
　

26  殺すもの



　
禁
断
の
儀
式
の
名
は
、
聖
杯
探
索
　
─
─
─
─
─
─
　
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
ダ
ー
。

　
そ
れ
は
同
時
に
、
人
類
を
守
る
た
め
に
永
き
に
渡
る
人
類
史
を
遡
り
、
運
命
と
戦
う
者
達
へ
の
呼
び

名
で
も
あ
る
。
　

　
カ
ル
デ
ア
は
保
有
す
る
「
英
霊
召
喚
シ
ス
テ
ム
・
フ
ェ
イ
ト
」
の
力
を
借
り
て
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
を
召

喚
し
、「
聖
杯
」
を
探
し
当
て
人
類
絶
滅
の
理
由
を
解
き
明
か
す
た
め
に
、
マ
ス
タ
ー
候
補
た
ち
を
過
去

へ
と
送
り
込
む
。
　

　
だ
が
、
こ
の
人
類
を
守
護
す
る
た
め
の
「
聖
杯
探
索
」（
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
ダ
ー
）
は
、
レ
イ
シ
フ
ト
直

前
の
"
事
故
"
に
よ
り
携
わ
る
マ
ス
タ
ー
候
補
が
ほ
ぼ
全
滅
と
い
う
最
悪
の
事
態
に
直
面
す
る
。

　
マ
ス
タ
ー
候
補
に
は
一
人
だ
け
難
を
逃
れ
た
者
が
い
た
。
数
合
わ
せ
と
し
て
カ
ル
デ
ア
の
機
関
員

に
迎
え
ら
れ
た
に
す
ぎ
な
い
、
魔
術
経
験
を
全
く
持
た
な
い
只
の
一
般
人
が
そ
れ
で
あ
っ
た
。
　

　
マ
ス
タ
ー
候
補
の
少
年
と
マ
シ
ュ
・
キ
リ
エ
ラ
イ
ト
、
こ
の
２
人
に
人
理
の
命
運
の
全
て
が
か
か
っ

て
い
る
。

　
そ
れ
は
、
未
来
を
取
り
戻
す
物
語
。
　『
Ｆ
ａ
ｔ
ｅ
』
史
上
最
大
規
模
の
戦
い
が
、
い
ま
、
幕
を
開
け

る
。
　

　　　
さ
れ
ど
、
魔
術
王
は
致
命
的
な
ミ
ス
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
。
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ア
ラ
ヤ
と
い
う
意
思
そ
の
も
の
と
カ
ル
デ
ア
の
召
喚
術
式
そ
の
も
の
だ
。

　
人
理
焼
却
と
い
う
未
曾
有
の
災
害
が
起
き
た
こ
と
、
ま
た
カ
ル
デ
ア
の
英
霊
召
喚
シ
ス
テ
ム
の
未
熟

さ
に
よ
る
「
そ
の
隙
間
の
多
さ
、
曖
昧
さ
の
お
か
げ
」
で
、
通
常
な
ら
ば
例
外
・
不
可
能
・
極
低
確
率

と
さ
れ
る
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
の
召
喚
も
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
加
え
、
ア
ラ
ヤ
の
意
思
が
あ
る
。

　
魔
術
王
は
偉
業
を
成
し
遂
げ
た
。
さ
れ
ど
、
そ
の
程
度
で
あ
る
。

　
並
行
世
界
が
存
在
す
る
以
上
、
た
っ
た
一
つ
の
世
界
し
か
焼
却
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
無
意
識
の
ア
ラ
ヤ
が
こ
の
危
機
を
感
じ
取
っ
た
。

【
前
例
を
作
り
出
し
て
は
い
け
な
い
】

　
そ
の
危
機
感
に
よ
っ
て
抑
止
力
に
よ
る
召
喚
術
式
へ
の
後
押
し
が
発
生
し
た
。
つ
ま
り
は
あ
り
と

あ
ら
ゆ
る
並
行
世
界
の
助
力
を
だ
。

　
そ
う
、
人
類
最
後
の
マ
ス
タ
ー
は
あ
る
意
味
最
高
の
救
世
主
を
召
還
し
た
。

　
そ
れ
は
汚
れ
た
全
身
鎧
を
纏
っ
た
み
す
ぼ
ら
し
い
英
霊
だ
っ
た
。

「
─
─
─
あ
、
あ
の
…
貴
方
は
?
」

　「
　
｜
　
小
鬼
を
殺
す
も
の
　
≪
ゴ
ブ
リ
ン
ス
レ
イ
ヤ
ー
≫
」

　

28  殺すもの



　　　　
マ
テ
リ
ア
ル

　
ク
ラ
ス
：
ア
ヴ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

　
真
名
：
ゴ
ブ
リ
ン
ス
レ
イ
ヤ
ー

　
身
長
：

　
体
重
：

　
出
典
：
ラ
イ
ト
ノ
ベ
ル

　
地
域
：

　
属
性
：
秩
序
・
善
　
カ
テ
ゴ
リ
：
地

　
天
敵
：
ゴ
ブ
リ
ン

　
性
別
：
男
性

　
イ
メ
ー
ジ
カ
ラ
ー
：
赤

　
特
技
：
ゴ
ブ
リ
ン
の
皆
殺
し

　
好
き
な
も
の
：
ゴ
ブ
リ
ン
を
殺
す
こ
と

　
苦
手
な
も
の
：
ゴ
ブ
リ
ン
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ク
ラ
ス
適
正
：
セ
イ
バ
ー
、
ア
ヴ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
、
セ
イ
ヴ
ァ
ー

　　「
ス
テ
ー
タ
ス
」

　
筋
力
：
Ｃ
　
耐
久
：
Ｂ
　
敏
捷
：
Ｃ

　
幸
運
：
Ａ
　
魔
力
：
Ｅ
　
宝
具
：
Ａ

　「
ス
キ
ル
」

　
カ
リ
ス
マ
：
Ｅ

　
神
々
に
サ
イ
コ
ロ
を
振
ら
せ
な
い
：
Ｅ
Ｘ

　
常
に
策
を
練
り
、
考
え
、
行
動
し
、
鍛
え
、
機
転
を
利
か
せ
る
。
神
々
の
加
護
を
持
つ
神
代
の
英
雄

と
は
真
逆
の
ス
キ
ル

　　　
宝
具

　「（
｜
　
小
鬼
を
殺
す
も
の
　
≪
ゴ
ブ
リ
ン
ス
レ
イ
ヤ
ー
≫
）」
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ラ
ン
ク
：
Ｅ
Ｘ

　
種
別
：
常
時
発
動
型
全
体
宝
具

　
レ
ン
ジ
：
無
限
（
限
定
）

　
最
大
捕
捉
：
無
限
（
限
定
）

　
由
来
：
彼
が
生
涯
を
ゴ
ブ
リ
ン
を
殺
す
こ
と
に
か
け
た
こ
と
に
由
来
す
る
宝
具
。
生
き
て
い
た
時
は

あ
ら
ゆ
る
策
を
も
っ
て
ゴ
ブ
リ
ン
を
殺
し
て
い
た
が
宝
具
に
よ
っ
て
昇
華
さ
れ
あ
ら
ゆ
る
行
動
に
ゴ

ブ
リ
ン
特
攻
が
付
与
さ
れ
る
。

　
　
　
敵
が
ゴ
ブ
リ
ン
で
あ
れ
ば
一
振
り
で
視
界
に
移
る
ゴ
ブ
リ
ン
を
殺
せ
る
。
さ
ら
に
仲
間
に
ゴ

ブ
リ
ン
特
攻
を
付
与
す
る
。

　
　
　
ま
た
、
敵
が
ゴ
ブ
リ
ン
の
前
に
い
れ
ば
、
ゴ
ブ
リ
ン
と
仲
間
で
あ
れ
ば
Ｂ
ラ
ン
ク
の
特
攻
を
付

与
さ
れ
る
。

　　　
マ
テ
リ
ア
ル

　
ゴ
ブ
リ
ン
を
殺
す
こ
と
に
特
化
し
た
最
良
の
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト

　
ア
ヴ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
で
あ
り
な
が
ら
正
常
に
近
い
サ
ー
ヴ
ァ
ン
ト
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　　　「
Ｆ
Ｇ
Ｏ
カ
ル
デ
ア
召
喚
時
」

　
レ
ア
リ
テ
ィ
：

　
☆
☆
☆
☆
☆
（
Ｓ
Ｓ
Ｒ
）

　
ク
ラ
ス
：
ア
ヴ
ェ
ン
ジ
ャ
ー

　　
コ
マ
ン
ド
カ
ー
ド
構
成
：

　
Ｂ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
×
３
　
Ａ
ｒ
ｔ
ｓ
×
１
　
Ｑ
ｕ
ｉ
ｃ
ｋ
×
１

　　
ス
キ
ル

　　　
ク
ラ
ス
ス
キ
ル

　　
宝
具
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『
｜
　
小
鬼
を
殺
す
も
の
　
≪
ゴ
ブ
リ
ン
ス
レ
イ
ヤ
ー
≫
』　
Ｂ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ

　
Ｂ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｒ
ア
ッ
プ
付
与
（
１
タ
ー
ン
）
＆
敵
全
体
ゴ
ブ
リ
ン
に
防
御
力
無
視
の
超
強
力
な
特
攻

攻
撃
。

　
タ
ー
ン
制
も
無
視
で
き
る
。
１
タ
ー
ン
の
時
に
発
動
す
れ
ば
２
タ
ー
ン
目
以
降
に
い
る
ゴ
ブ
リ
ン

も
殺
せ
る
。
ま
た
１
タ
ー
ン
目
に
三
体
以
上
の
ゴ
ブ
リ
ン
が
い
て
も
同
じ
よ
う
に
同
時
に
殺
せ
る
。

　　
台
詞

　
Ｃ
Ｖ
：

　
戦
闘
開
始
：

「
ゴ
ブ
リ
ン
な
ら
俺
が
行
こ
う
」

「
ゴ
ブ
リ
ン
だ
」

　
ス
キ
ル
：

「
殺
す
」

「
無
論
だ
」

「
正
面
か
ら
は
…
苦
手
だ
な
」

　
コ
マ
ン
ド
カ
ー
ド
：

「
何
が
使
え
る
?
」
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「
奇
跡
は
?
」

「
回
数
は
?
」

　
宝
具
カ
ー
ド
：

「
ゴ
ブ
リ
ン
は
殺
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ん
」

　
ア
タ
ッ
ク
：

「
あ
あ
」

「
わ
か
っ
た
」

「
や
る
ぞ
」

　
エ
キ
ス
ト
ラ
ア
タ
ッ
ク
：

「
馬
鹿
め
」

　
宝
具
：

　「『
俺
は
｜
　
小
鬼
を
殺
す
も
の
　
≪
ゴ
ブ
リ
ン
ス
レ
イ
ヤ
ー
≫
だ
』
!
」

　
ダ
メ
ー
ジ
：

「
知
ら
ん
」

「
…
…
ぬ
」

　
戦
闘
不
能
：
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「
す
ま
ん
」

「
…
ぐ
、
う
…
…
!
」

　
勝
利
：

「
楽
し
く
な
っ
て
く
る
わ
け
だ
」

「
ゴ
ブ
リ
ン
以
外
に
興
味
は
な
い
」

　
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
：

「
そ
う
か
」

　
霊
基
再
臨
１
：

「
強
く
な
っ
た
。
こ
れ
で
ゴ
ブ
リ
ン
を
さ
ら
に
殺
せ
る
」

　
霊
基
再
臨
２
：

「
よ
く
や
っ
た
。
こ
れ
で
ゴ
ブ
リ
ン
を
さ
ら
に
殺
せ
る
」

　
霊
基
再
臨
３
：

「
あ
り
が
と
う
。
こ
れ
で
ゴ
ブ
リ
ン
を
さ
ら
に
殺
せ
る
」

　
霊
基
再
臨
４
：

「
感
謝
す
る
。
こ
れ
で
ゴ
ブ
リ
ン
を
さ
ら
に
殺
せ
る
」

　
絆
Ｌ
ｖ
１
：

「
ゴ
ブ
リ
ン
を
…
…
」
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絆
Ｌ
ｖ
２
：

「
ゴ
ブ
リ
ン
以
外
の
話
か
…
…
難
し
い
」

　
絆
Ｌ
ｖ
３
：

「
俺
の
幼
馴
染
が
作
っ
て
い
る
チ
ー
ズ
。
あ
れ
は
美
味
い
」

　
絆
Ｌ
ｖ
４
：

「
や
は
り
、
金
等
級
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
な
」

　
絆
Ｌ
ｖ
５
：

「
…
…
…
（
彼
は
何
も
言
わ
ず
兜
を
脱
い
だ
）」

　
会
話
：

「
ゴ
ブ
リ
ン
だ
」

「
ゴ
ブ
リ
ン
は
ど
こ
に
る
」

「
冒
険
か
」

「
少
し
、
休
め
」

「
善
処
す
る
」

　
好
き
な
こ
と
：

「
ゴ
ブ
リ
ン
を
殺
す
こ
と
だ
」

　
嫌
い
な
こ
と
：
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「
ゴ
ブ
リ
ン
だ
」

　
聖
杯
に
つ
い
て
：

「
ゴ
ブ
リ
ン
を
皆
殺
し
に
で
き
る
だ
と
!?
　
い
い
な
…
…
そ
れ
は
」

　
イ
ベ
ン
ト
開
催
中
：

「
騒
が
し
い
な
。
し
か
し
、
俺
は
…
…
」

　
誕
生
日
：

「
そ
う
か
─
─
─
─
─
─
お
め
で
と
う
」

　　
召
喚
：「
俺
は
｜
　
小
鬼
を
殺
す
も
の
　
≪
ゴ
ブ
リ
ン
ス
レ
イ
ヤ
ー
≫
だ
」　

　　
酒
?
童
子
と
茨
木
童
子
所
有
時

「
マ
ス
タ
ー
は
あ
れ
は
─
─
─
な
ん
だ
?
（
若
干
の
殺
意
）

　　　【
元
ネ
タ
　
　
ゴ
ブ
リ
ン
ス
レ
イ
ヤ
ー
」
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